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池田正明: 私が名付けた遺伝子 Bmal1:発表 10 年を振り返って、時間生物学 13, 2-7, 2007  

池田正明: 時計遺伝子 Bmal1 の発見、時間生物学 31,72-82,2025 

【国際学会招待講演】 

Ikeda M: Molecular Mechanisms of Bmal1 Transcriptional Regulation by Glucocorticoids. 

12th Swiss Chronobiology Meeting (Fribourg, Swiss), Sep. 7, 2023  

 

在学生にひとこと： 医学の勉強で大切なことは繰り返し学習です。「教科書を読む・講義を

聴く→問題を解く」の繰り返しが学習効果を生みます。 

 

 


